
アイリニーアス 君がどうしてもというなら、さっき彼らが戦闘に参加すると

きの叫び声の挙げ方の話をしたから、ちょうどよい機会だ、彼らの武器のこと

や、戦闘隊形、その他特筆に値する慣習の話をしておこう。まず武器について

だが、その中で、幅広の剣こそまさにスキタイ起源のものだ。というのは、オ
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水 野 眞 理

１ ここに訳出したものは、EdmundSpenser（c.1552�99）によるアイルランド植民

論『アイルランドの状況管見』の一部である。これに先立つ部分は過去に3回に

分けて拙訳を発表した。（水野 2002，2004，2008）底本として使用した版は、ファ

クシミリ版のJamesWare,ed.,TwoHistoriesofIreland（Dublin,1633）に含まれるA

ViewoftheStateofIreland,WrittenDialogue-wisebetweeneEudoxusandIren・us,by

EdmundSpenserEsq.intheYeare1596.である。その活字や句読点を Hadfieldと

MaleyがモダナイズしたBlackwell社版（1997）、およびHuntingtonLibrary所蔵の

ElsmereMSに基づく集注版（1949）も参照した。『管見』執筆に際してスペンサー

が参照した可能性のある書物のうち英国で出版されたものは、京都大学附属図書館

所蔵のオンラインデータベースEarlyEnglishBooksOnlineで見ることができた。

またスペンサーが文中で言及している古典書籍の本文にもできるだけあたるように

努めたが、探しきれないのもあった。なお、訳文に付した注の中で（Ware）は

1633年初版における Wareによるもの、（V.）は集注版によるもの、（H.）は

Blackwell社版によるものであることを示す。
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ラウス・マグヌス2にも書いてあるように、スキタイ人3はそういう剣を常用

していたからね。また昔のスコットランド人も幅広の剣を使っていた。これは

ビュキャナン4にもソリヌス5にも書いてあって、幅広の剣がアイルランドの

ものと同じ形として描かれている6。またオラウスを読めば分るように、アイ

2

２ OlausMagnus（1490�1558）スウェーデンの聖職者。その Historiadegentibus

septentrionalibus『北方民族文化誌』（1555）22巻は中世北欧、特にゲルマン民族の

一つであるゴート族の生活文化・自然などを解説し、スカンディナヴィアの風土へ

の関心を惹きつけた。1565年にはイタリア語、1567年にはドイツ語に翻訳された

が、英語への翻訳は1658年である。スペンサーはドイツ語が読めないので、もし

この書を読んでいたとすればラテン語原典またはイタリア語版と考えられる。『北

方民族文化誌』にはスキタイ人に触れた箇所がいくつかあるが、彼らの幅広の剣に

対する言及はない。しかし、ゴート族の武器について、「ゴート族は弩、矛、剣を

とっては他のいかなる民族よりも豪傑である。というのは、世界のどこにもこれほ

ど頑丈な弩、これほど大きな剣は作られないからである。」と述べている。（Olaus

VII,2）スペンサーはゴート族をスキタイ人と解していると考えられる。

３ スキタイ人は当時野蛮さの典型と見なされていた。KingLear1.1.117でリア王

は・Thebarbarousscythian・をCordeliaとの比較に用いている。

４ GeorgeBuchanan（1502�82）スコットランドの歴史家、人文学者。Dejureregni

apudScotos『スコットランド王権論』（1579）およびRerumScoticarumhistoria『ス

コットランド史』（1582）において、絶対王政に反論し、monarchomachの一人に

数えられる。スペンサーは『管見』において Buchananに多くを負っている。

BuchananはBede（c.672�735）のHistoriaecclesiasticagentisAnglorum『英国教会

史』（731）に倣い、ブリテン島南部にブリトン人が定住し、その後ピクト人がス

キタイからやってきてブリテン島北部に定住した、としている。

５ GaiusIuliusSolinus3世紀または4世紀の文法家。その著作Demirabilibusmundi

『世界の驚異』にはスキタイ人への言及はあるが、彼らの剣には触れていない。ま

たスコットランドにも触れていない。しかし、「ボリステネス川流域の住民ネウル

ス人」が夏の間は狼になること、軍神マルスを崇め、像の替わりに剣を拝むことが

述べられている。（XV,2�3）1587年にArthurGoldingによる英訳TheExcellentand

PleasantWorkeofIuliusSolinusPolyhistorが出版されている。

６ 集注版のテクストではSolinusの替わりにHectorBoethiusとIa:deBreyに典拠

があるとしている。Ia:deBreyについては不詳。
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ルランド人の短弓や、矢尻にあごのついた短い矢をつめた矢筒は、まさにスキ

タイ式だ。それと同種の弓、矢筒、矢は今日でも北アイルランドのスコット人

の間で普通に見られるものだ。彼らのスコット式弓は4分の3ヤード7を超え

ないし、麻糸を編んだ弦を緩く張ってある。そして矢は1エル8をいくらも超

えない長さで、先についている鉄の鏃は一般の幅広の鏃と作り方は同じだがそ

れよりずっと尖って細く、射方が弱くても人や馬に深く食い込むようになって

いる。さらに、彼らの長くて幅広の楯は柳の小枝を編んだだけのもので、北ア

イルランドでとくにスコット人によく用いられているものだが、これもオラウ

ス・マグヌス9やソリヌス10やその他の文献にあるとおり、スキタイ人がもた

らしたものなのだ11。また、（彼らの言うには）前髪（グリブ）12はときに強打

をも防ぐからというので、自らの前髪が伸び放題なのだけを頼みとして、戦闘

に出るときに身体にも頭にも武具をつけないでいるのは、まさにスキタイ起源

だ。ヘロディアヌス13その他によって伝えられる昔のスキタイ人やスコット人

のそういうイメージに見られるとおり。その他、秩序も隊列もなしにごちゃご
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７ 約69cm

８ 約114cm

９ OlausMagnusの『北方民族文化誌』にはゴート族の楯が長いことが述べられて

いる。（IX,13�14）また、外国の楯の素材の例として、しなやかな木の根が挙げら

れている（IX,14）が、枝を編んだものは言及されていない。

10 Solinusの『世界の驚異』には記述がない。

11 OlausMagnusの『北方民族文化誌』には北方民族の楯についての記述はあるが、

ここで述べられているような幅広、柳細工の楯がスキタイ人のものという記述はな

い。

12 JohnDerricke,TheImageofIrelande『絵で見るアイルランド』（1581）の挿絵に

見ることができる。図1参照。

13 Herodianusという名を持つ人に歴史家（c.170�240）と文法家（180�250）の二

人が知られているが、いずれもスキタイ人には触れていない。スキタイ人について

詳説しているのはHerodotusである。武器を持たずに戦闘に出る挿話がその『歴史』

第4巻3�4章に語られている。
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ちゃと固まって行進すること、剣を打ち合わせること、敵に向かって激しく攻

め寄ること、そして戦闘の方法、こういったことが、さまざまな歴史書に書か

れているスキタイ人の慣習に酷似しているのだ。それによって、またその他の

状況も考え合わせて、アイルランド人の起源はまさにスコット人すなわちスキ

タイ人であって、その後アイルランドに到来して加わった他の民族と交じり合っ

たものだと推論してまず間違いないだろう。そして、もう一つ僕が思いついた

強力な推論の根拠をつけ加えよう、それは今でもアイルランド人の間で行われ

ている非常に迷信的な宗教儀式だ。何人かの書き手によれば、それがスキタイ

人の間でも行われていた、ということだ。だからアイルランド人とスキタイ人

は古代には一つのものだったのだと、確信をもって推定できるのだ。

たとえば、プルタルコス（だったと思う）がホメロス論の中でホメロスがど

この国の生まれてあったか、その真実を探り出そうとして、（彼の考えでは）

ホメロスはアイオリア14の出身者だという結論を見事に証明している。という

のは、ホメロスはギリシャ勢の行う生贄儀式の描写において動物の腰部を省い

ているが、アイオリア人を除く全てのギリシャ人は生贄で腰部を焼くからであ

る。また、ホメロスの描写では内臓は5本の串に刺して炙られるが、これは

アイオリア人にとっての正しいやり方であり、ギリシャの諸部族の中でアイオ

リア人だけがこのやり方で生贄を炙る、というのである。これらのことにより

当然、ホメロスはアイオリア人だった、とプルタルコスは推論している15。そ

4

14 Aeoliaは古代に小アジア北西部にあったギリシアの植民地。

15 以上はPlutarchus（c.46�120）ではなく、Pseudo-Herodotus（偽ヘロドトス）に

よる VitaHomeri『ホメロス伝』xxxviiに述べられた説。MunroandAllen,eds.,

Homeriopera（Oxford:Carendon,1969）,vol.5,216�17に紹介されている。Wareが

欄外注で「PlutarchでなくHerodotus」と修正しており、集注版では本文中でも

Herodotusとなっているほか、地名はAeolia（小アジア西端の一地方）ではなく

Aetolia（古代ギリシャ中西部、Patras湾北方の地方）となっている。しかし一般に

流布している説ではホメロスはAeolia方言の地域に認められる名前である。



『1596年、エドマンド・スペンサー氏によりユードクサスとアイリニーアスの対話の形で書かれたるアイルランドの状況管見』�（承前）

して同様の推論によって僕もアイルランド人はスキタイ人の末裔だと正しく結

論づけられると思う。というのは、アイルランド人は（今日でも）スキタイ人

が古代に行ったのと同じ儀式を行うからだ。例えば、ルキアノスの楽しい対話

篇『トクサリス、友情について』を読めばわかるようにスキタイ人は、剣と火

にかけて誓いを行うのが通常であった16。彼らは剣と火を特別神聖な力のもと

とみなし、偽証するものはこれらから報いを受けると考えていたからだ。その

ように、今日のアイルランド人は戦闘に赴くとき、剣に向かって何かの祈りや

呪い（まじない）を唱え、その剣で地面に十字を描いて、切っ先を地面に突き

刺す。こうすることで戦闘においてよりよい首尾が収められると考えているの

だ。またアイルランド人は共通して剣にかけて誓う17。さらに、スキタイ人は

かつて自分達の間で厳かな誓いや連帯を結ぶときに、一椀の血を回し飲みし、

それによって自分の血の最後の一滴まで流して戦うことを誓った。同じことを

野蛮なスコット人も行っている、とビュキャナンが書いているし18、北アイル

5

16 Loukianos（120頃�180頃）ユーフラテス河畔のサモサタ出身でイタリアやガリ

アを旅行し、アテネで多くの風刺的作品を書いた。・Toxaris:ADialogueofFriend-

ship・「トクサリス 友情について」ではスキタイ人トクサリスがギリシャ人ム

ネシッポスにスキタイ人の友情について語る。そこではスキタイ人は剣と火にかけ

て誓う、とは述べられていないが、次のようなくだりがある。「我々が友情を誓う

やり方は、君たちのようにワインの杯ではない。……いったん指から杯に血をたら

し、剣の先をその中へ浸し、そして一緒にその杯から飲めば、その誓いは忠実に守

られる。その瞬間から何ものも二人を分かつことはない。」（56）

17 Solinusが『世界の驚異』でアイルランド住民の「野蛮な習慣」の一つとして、

敵を倒すと、自分の顔に敵の血を塗りつけ、それから敵の血を飲むこと、子供が生

まれると、その子が死ぬときは戦いにおいて武器に囲まれて死ぬことを祈って、そ

の子の初めての食べ物を父親の剣の先にのせて与えることなどを述べている。同じ

ことがJoannesBoemus（c.1485�1535）のOmniumgentiummoreslegesetritus『諸

民族の慣習、法、儀礼』（1520）第3巻25章にも書かれている。この書物により

Boemusは最初の文化人類学者とも見なされている。

18 Buchananの『スコットランド史』にはこの記述はない。
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ランドの民も行っている19。同様に火をおこしたり、蝋燭をともしたりすると

き、アイルランド人は何かの祈りを唱え、その他の迷信にみちた儀式を行うが、

それを見ても彼らが火と光を崇めていることが分かる。それというのも、こう

いった北方民族はみな、寒さと暗さに悩まされてきたから、火と太陽を大いに

崇める習性があるわけだ。これと逆に、ムーア人とエジプト人は太陽の焼け付

くような暑さに苦しみ悩んでいるから、毎朝日が昇ると疫病のごとく太陽を呪

い罵るのだ。同じ［ルキアノスの］書物のアルサコマスの物語の中で、スキタ

イ人は、仲間の誰かが重大な被害を受けると、彼が仇を晴らすのに加勢するた

めに仲間が集まり、どこか公の場所に雄牛の皮を敷いて何日か座り込む。する

とそこへ武器をとろうとする者はみなやってきて彼の仇討ちに加わったり、彼

の戦いに同行したりするのだ20。そのことが野蛮なスコット人、それがアイル

ランドの原住民にほかならないのだが、そのスコット人の古代の慣習でもあっ

たのだ。そればかりか、オラウス・マグヌスが書いているように、スキタイ人

は自分たちの王の手にかけて誓った21。そして現代のアイルランド人も彼らの

領主の手にかけて誓うし、その誓いに反することは神に誓った場合よりも重大

な犯罪であると考えている。またスキタイ人たちは次のように言っていた。

「我々は年に一度狼になる」と。そしてアイルランド人もそうだと［ものの本

に］書かれている。キャムデン氏はもう少し常識があるので、それは人狼病と

6

19 GiraldusCambrensis（c.1146�c.1223）の TopographiaHibernica『アイルランド

地誌』第3部22章に、アイルランド人が互いの血を飲んで連帯を誓うことが書か

れている。ここに到る二文（「さらに、スキタイ人はかつて」から「北アイルラン

ドの民も行っている。」まで）は集注版では三文あとの「太陽を呪い罵るのだ」の

後に入れられている。

20 ・Toxaris・60�67.

21 OlausMagnus『北方民族文化誌』VIII,2には（手に、ではなく）「名にかけて誓

う」とある。（V.）
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呼ばれる病気だと考えている22。とはいうものの、アイルランド人の中には狼

を名付け親にする者もあるにはある23。スキタイ人はまた、獣皮を鍋代わりに

して肉を煮る習慣があり、現代の北アイルランド人もそうする24。スキタイ人

は生きたままの獣から血を抜いて、その血で食物を作ったが、北方のアイルラ

ンド人は今もそうしている25。こういう習慣を僕はいくらでも話してあげられ

るよ。たとえば、キリスト教徒がそれらの大半を払拭してしまったが、結婚、

埋葬、舞踊、歌唱、祝祭、呪いなどの古いやりかたをね。それらの類似から、

アイルランド人とスキタイ人は同根のものだということが君にもはっきりと分

かるだろう。それにしても、こんなことをちょっと話しただけでも、思いがけ

ず長々と話がそれてしまった。今のところは、アイルランド人が大昔にスキタ

イ人に起源すると考えることで満足してくれ給え。

7

22 Lycanthropia.OlausMagnus前掲書XVIII,45�49はプロイセン、リヴォニア、リ

トアニアにおける狼人間の実在を論じている。しかし、WilliamCamden（1597�

1623）はそのBritannia第4版（1590）のアイルランド誌のMunster州Tipperary

について述べた部分で、年に一度狼になるという人の噂に触れ、これを黒胆汁

（Melancholy）の働きによって幻覚を見る人狼病（・・・・・・・・・・・）と見なしている。

（Camden,695）。Britanniaはウェイルズ、スコットランド、アイルランドを含めた

ブリテンの歴史、地誌で1586年の初版以来、Camdenの生存中に1607年の第5版

まで改訂が続けられた。1611年にPhillemonHolandによる英訳が出版されている。

23 Camdenは前掲書のアルスターを扱う部分でこのことを述べている。（Camden,

716）

24 Herodotus（c.490�c.425BC）TheHistories『歴史』にはスキタイ人の習慣として

述べられている。また、DerrickのTheImageofIrelandeには次のように描かれて

いる。

・OnepluckethofftheOxescote,whichheeuennowdidweare:/Anotherlacking

pannes,toboyletheflesh,hishideprepare.・図1参照。

25 現在ではアイルランド、スコットランドを中心に、イングランドでも作られる豚

の血のソーセージ、ブラックプディングのこと。ここで「抜いて」（draw）にあた

るところは、Glosart版では「茹でて」（boil）となっており、また、集注版では空

白になっている。
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ユードクサス まったくアイリニーアス、その短い話で、そんなに古い時代、

そんなに昔の習慣の話を聞けるなんて不可能だと思っていたが、君の口から聴

くことができたよ。聴いていた間ずっとうっとりして我を忘れるほど楽しかっ

たから、君がもうその話をやめてしまうなんて残念でならない。それにしても、

これほど時が長く経っていくつもの時代を隔てているというのに、どうやって

そういう古い儀式や迷信的習慣が彼らの間に残ったのか、驚き至極だ。

アイリニーアス いや、ちっとも驚くにはあたらないよ。多くの民族は概して

とても迷信深く、自分の祖先から代々伝えられたり、バルドたちや年代記や歌

に記録されたものから学んだり、上の世代が日々行って見せることから学んだ

りして、古い慣習や言い伝えを真面目に守るからね。

ユードクサス （じゃあ聞くが）アイルランド人のそういう慣習の中で、スキ

タイ人にもたらされたものと同様、スペイン人やゴール人からもたらされたも

のを見たことがあるかい？ この質問は君の当初の目的によく適っていると思

うんだけど。

アイリニーアス いくつか見たことがあるよ。それに、この機会にもっと真面

目に彼らの慣習に注目し、比較対照すれば、もっと色々見つかると思う。ただ、

スキタイ人起源のものに比べれば、スペイン人起源やゴール人起源のものはあ

まり残っていない。というのは、あとの二者が占拠した地域は西から南の海岸

に沿っていたのだが、その後海外から交易やそのあたりでさかんな漁業のため

に、訪れる人が多かったんだ。異国の人々と接触することがまれな内陸の民族

に比べて、沿岸に住む民族は互いに交易することで文明化と洗練を身に着ける

からね（船乗りは生来新しもの好きだから）。でも僕が気付いたことを話して

あげよう。まず、他のものへの信頼を増すために、アイルランドの制定法から

一つ。そこには、何人も上唇に髭を生やしてはならない、顎はきれいに剃るこ

と、というのがある26。上唇に髭を生やすのはスペイン人の古来のやり方で、

8

26 『管見』22ページではIren・usは、アイルランドの制定法の中の無意味な条例 �
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現代でもイスラム教徒はみな口髭を長く伸ばすことを除いて、あとの髭は全部

刈ってしまう。彼らがなぜそうするかというと、暑い土地に住んでいるために

顔やその他の部分にたくさん毛があると煩わしいからだ。そのために大部分の

髭を剃ってしまう。寒い地方の民族はこれと反対に、暖をとるために毛を伸ば

す。だからスキタイ人とスコット人は（前に話したように）前髪を延ばして頭

を暖かくし、髭を長く伸ばして顔を寒気から守る。また、スペイン人起源のも

のとして、黄色のシャツとスモックがある。これは、サフランがどこでもはび

こっている暑い国々の人々が、汗をたくさんかいたり麻を長く身につけたりし

てかぶれるのをふせぐために考案したものだ（と思う）。また、（ボエムスが書

いているが、）27昔のスペイン人の間では、女性が屋内でも屋外でも家事全般を

とりしきっていた。現代ではスペイン人はまったく逆のことをしているが。そ

のように、アイルランドの女性も家でも野でもすべてのことを引き受けて取り

仕切っている。同様に、丸い皮製の盾もスペイン式で、スペイン人はたいてい

それに彩色を施していたが、アイルランドでも同じように各地で、それぞれの

粗野なやりかたで彩色して用いている。さらに、アイルランド女性が馬に乗る

9

�の一つとして「何人も上唇に髭を生やさない、また顎にも生やさない」という条項

に言及している。これはEdwardIV時代の1447年、「イングランド人と認められ

たい者は、上唇にも下唇にも髭を生やしてはならない、違反者は敵性アイルランド

人とみなす」と定めた条例、また1465年、「ダブリン、ミース、ウネイル、キル

デアに居住するアイルランド人はすべて、イングランド人風の服装を身に着け、髭

をイングランド人風に整え、イングランド王に忠誠を誓い、イングランド式の苗字

をつけること」と定めた条例に言及したものである。禁止事項の存在から、少なく

とも15世紀の半ばにアイルランドでは口髭をたくわえる習慣があったことが推測

される。16世紀末にはこの条例は無意味となっていたらしく、Spenser自身も口の

周囲全体に髭を生やした姿の肖像画が数点残っている。

27 Boemusの『諸民族の慣習、法、儀礼』第3巻23章にスペインの女性への言及

がある。（V.）
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とき、通常とは逆側に乗ること28、つまり、顔を馬の右側に向けるように乗る

ことは（彼らの言うには）ふるいスペインの習慣で、アフリカ起源という人も

ある。というのは、アフリカ人の間では女性はそのように馬に乗る（といわれ

る）からだ。また、アイルランド女性が着る深いスモックの袖は古くはスペイ

ンのものだといわれており、今でもバーバリー地方では用いられている。しか

しこれは古いイングランドのものだと思える、というのは、紋章学では多くの

家の家紋につけられるマンシュの形は実際は袖の形に他ならず、アイルランド

女性の袖に似ているからだ29。そして、古の騎士たちは自分が仕える婦人や恋

人の袖を自分の武器に結び付ける習慣があった。たとえばラーンスロット卿の

こと30を書いたものでは、彼は馬上槍試合でアストロットの美女の袖を身に着

けていたところ、グイネヴィア王妃はいたく不興だった、という。

ユードクサス これまで可能性や推論だけに頼って確かな知識や学問から遠ざ

けられてしまったことどもを語るのには、君の話はぴったりだ。ところで、ガ

リア人やブルターニュ人から続いている慣習というのは何かないのかい？

アイリニーアス どちらもいくつか知っているよ。もっと調べればもっと出て

くるだろうけど。まず第一に、アイルランドのバルドたちは（シーザーも書い

10

28 イングランドでは19世紀まで女性は馬にまたがらず、両脚を馬の左側に下ろし

て横乗りするのが通常であった。（ここでアイルランドのやり方と言われているの

はその逆である。）専用の鞍があり、片鞍（sidesaddle）という。

29 manche（マンシュ）は袖の形をした紋章の名前。例えばハンティン

ドン伯の紋章が、白地に黒い袖である。図1で両手をひろげて立って

いる男性（bard）の袖を見よ。

30 ThomasMalory（1410?�71）のLeMorteDarthur『アーサー王の死』（1485）の

XVIII,iiにこの挿話が語られている。・hitysaredesleveofmyne,ofscarlet,well

embrowdredwithgreteperelles.・
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ているとおり）31ガリア人の間に普通に見られたもので、またそれはブルター

ニュ人の間でもよく見られたものだし、彼らの子孫であるウェイルズ人の間で

は今でも完全には絶滅していない。というのはガリア人とブルターニュ人の慣

習はみな、彼が証明するように、似たり寄ったりだったのだ。また、同じシー

ザーやヨハンネス・ボエムスにあるように、長い矢はガリア人から来たもの

だ32。またそのヨハンネス・ボエムスが、ガリア人は手のひらを広げたほどの

幅広の剣を使う、と書いているが、アイルランド人は今もそうだ。また、ガリ

ア人は全身を隠せるように長い柳細工の盾を使っていたが、北部のアイルラン

ド人もそうする。ただ、こういう造りの盾の使用が見られるのはアイルランド

の南部ではなく、北部のアイルランド人、そしてアイルランド化したスコット

人の間のみだ。だから、僕はそれがガリア人にもたらされたというよりは、ス

キタイ人にもたらされたと考えている。また、ガリア人は敵の血を飲み、また

自分の身体に塗りつける習慣があった33。このことは昔のアイルランド人も行っ

ていたと書かれている。僕もアイルランド人が血を飲むところを見たことがあ

るが、それは敵の血ではなくて、味方の血だった。それは、マロー・オブリー

ンというリムリックの有名な反逆者の処刑の場面だったが、ある老女が 彼

11

31 GaiusJuliusCaesar（100BC�44BC）は58�51BCにかけてのガリア遠征の記録

CommentariidebelloGallico（いわゆる『ガリア戦記』）においてガリア人の風習

を記述している。バルド（ケルト語で「吟誦詩人」）にあたる記述はないが、第6

巻 13�14節にガリア人の間で尊敬される階級は騎士と僧侶であるとし、僧侶は

「沢山の詩を暗記する」とある。

32 Boemusの『諸国民の慣習、法、儀礼』にはガリア人の「長い矢」、「幅広の剣」

の記述は見当たらず、スペイン人のものとされている。Irenaeusは数ページ前では

幅広の剣はスキタイ起源であると言っている。

33 スキタイ人が敵の血を飲むことはHerodotus，Mela，Boemusが述べている。ま

たアイルランド人の同様の習慣についてはSolinus，Camden，Buchananに記述があ

るが、ここで言及されるガリア人の習慣としての典拠は不明。（V.）
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の養母34だったが マローが四つ裂きにされるときその首を取り上げて、

「大地はこの子の血を飲む価値がない」といいながら。その首から流れる血を

全部飲み干すのを僕は見たんだ35。そしてその血を自分の顔や胸に塗りつけ、

ひどく泣き叫んでいた36。

ユードクサス なるほど、アイルランド人がその地に住んでいた最初の古い諸

民族 スキタイ人、スペイン人、ガリア人、そしてブルターニュ人 から

受け継いだ慣習を君は手際よく整理してくれた。あと残っているのは、現在ア

イルランド人の間で行われている慣習で昔のイングランド人から来ているもの

を話してくれることだけだ。もっとも、イングランド人によって昔の悪しきア

イルランドの慣習がほとんど破壊され、その代わりにもっと洗練された慣習が

持ち込まれたということを考えると、イングランド起源の慣習で非難すべきも

のはあまりないだろうと思うがね。

アイリニーアス 君の考えは僕の考えと反対だね、ユードクサス。というのは、

彼の地に今はびこる悪弊の主たるものは実はイングランド人が始めたもので、

イングランド人のなかには野蛮なアイルランド人以上に無法で放縦な連中もい

る37くらいなのだ。だから、イングランド人がアイルランド人を改良しようと

して重ねてきた苦労と同じだけ、いやそれ以上の苦労を、イングランド人の改

12

34 アイルランドの里子制度については、本稿p.20以下に詳しく述べられる。

35 この処刑は1577年7月1日のことである。多くの注釈者が考えるようにこれが

スペンサーが実際に目撃したことであるとすれば、スペンサーは、1580年にグレ

イ卿に従ってアイルランドへ行く以前にアイルランドに行っていたことになる。そ

れはおそらくレスター伯下での仕事であろう。（V.）

36 いくつかのマニュスクリプトでは、ここに大きな空白がある。

37 「イングランド人のなかには野蛮なアイルランド人よりはるかに無法で放縦な連

中もいる」は集注版では「かつてのイングランド人は今や野蛮なアイルランド人よ

りはるかに無法で放縦になっている」とあり、アングロ・アイリッシュの変貌ぶり

に力点をおいている。



『1596年、エドマンド・スペンサー氏によりユードクサスとアイリニーアスの対話の形で書かれたるアイルランドの状況管見』�（承前）

良にかけなければならないのだ。時間が人々の性質を変えるのはかくの如しだ。

ユードクサス 人が本来の性質から堕落して38野蛮になってしまうだなんて、

君のいうことはどうも納得がいかない。

アイリニーアス 人に自由を与え、よくない手本を見せておくとそうなってし

まうのさ。

ユードクサス じゃあ聴くが、イングランド人がここ本国で享受している自由

の他に、アイルランドで享受している自由とは何なのだ？ まず最初に彼等の

間に法律が敷かれたのではなかったのか、そして彼等を制御し、畏敬の念と服

従心を持たせるために総督が置かれたのではなかったのか。

アイリニーアス 総督はあった。だが、それはたいてい善よりは害をなすよう

な形でだったのだ。というのは在アイルランドのイングランド人たちは自分た

ちの間で、それも多くの場合ジェラルディーン家とバトラー家39という、互い

に対立し競い合う両家から総督を出していた。これらの総督たちはたいていは

イングランド国王の代理である王子や王弟その他の王族の下に位置する副官で

ありながら、権力を強めて支配権の全てを握り、王族は肩書きを持つだけになっ

13

38 「堕落する」（degenerate）OEDではその語源を「自らの種あるいは同属からの

離反」とし、次のように説明している

［f.d�egener�at-,ppl.stemofL.d�egener�aretodepartfromitsraceorkind,tofallfromits

ancestralquality,f.d�egeneradj.thatdepartsfromitsrace,ignoble,f.DE-I.1＋gener-

(genus)race,kind.］

39 15世紀における三大アングロ・アイリッシュの家系はOrmond伯のButler家、

Desmond伯のGeraldine家、そしてKildare伯のGeraldine家であった。特に後二

者はゲール系アイルランド人との血縁関係によってアイルランド化していたが、

Kilkennyを本拠とするButler家はイングランド人らしさを保ち、EdmundButler

（在任1304�05）以来、たびたび総督を出した。KildareのGeraldine家もMaurice

FitzGerald（在任1232�45）以来、たびたび総督を出している。特に15世紀後半に

一族は権勢を誇ったが、HenryVIIIの時代に第9代Kildare伯ThomasFitzGerald

（絹のトマス）の叛乱（1534）が鎮圧されて没落した。
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てしまったのだ。

もちろん、これらバトラー家とジェラルディーン家には、アイルランドの他

の貴族の家柄と同様、国王代理や最高判事に任命された優れた尊敬すべき人も

ときにはいたということは認めるよ。ただ、彼らは最近占領した土地や領地の

大きさから尊大になり、両家とも王から託された権威も私的な権力も悪用して、

互いの転覆をはかり、結果的に、自分たちをすっかり転覆し、アイルランド人

を増長させる羽目となった40。このことは、コークの住民たちから当時イング

ランド在住だったシュルーズベリ伯への書簡にはっきりと書かれているし41、

その訴えのことはロンドン塔に保存されている記録にも、アイルランドの年代

記にも書かれている。それによると、当時アイルランドに大土地を所有してい

たイングランド人の貴族・紳士たちが、思い上がりと不遜から互いに私的な戦

争をしかけ、片方が弱い場合にはアイルランド人に給金を出して自分の方に引

き込み戦争の肩代りをさせた。その結果、これまでスルーロアーの山地に閉じ

込められて弱体化され力を失っていたアイルランド人を大いに鼓舞して力を与

14

40 アイリニーアスはGeraldine家とButler家がアイルランド支配をめぐって代々確

執を続けてきたことに触れている。1530年以降はアイルランド総督がイングラン

ドから送られるようになって、それまでイングランド王家がGeraldine家に総督業

務を依存していたことに終止符が打たれ、両家の確執は重要性を失った。16世紀、

O・Neillの叛乱（九年戦争）以前で、イングランド政府に対する叛乱の主なものは、

権力と特権を失ったオールド・イングリッシュによるものである。（H.）

41 この手紙の写しがtheBookofHowth（ホウスの書）、CarewMSS（CC.MSS,1601

�1603,pp.441�2;Miscellaneous,pp.23�4,447）に残されている。この手紙は

Shrewsbury伯ではなく当時のアイルランド総督（国王代理）Rutland伯（任1447�

53,1457�59）に宛てられたものである。Holinshedは『年代記』6巻261�2（The

ChroniclesofIreland）にCampion提供としてこの手紙を引用しているが誤ってこれ

を1407年のこととしている。一方、Campionはこの『管見』が収録されたのと同

じWareの書物においては、York公RichardからSalisbury伯に宛てられた手紙も

載せていて、それが誤ってShrewsbury伯宛と題され、混乱を生じている。（94�96）

（V.）
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えることになってしまったのだ。おかげでコーク市民の収入はガタ減りで、そ

れまで大小の港の使用料からの上がりに加えて昔からの地代から年間1200か

ら1300ポンド支出できていたと算出される者たちのうちの幾人かは、今やそ

の3分の1も出せるかどうかというところだ。この戦乱や、彼等に降りかかっ

たその他種々の大きな災難のせいで、彼等は今やアイルランド人同様の暮らし

振りになってしまっている。僕がいうのは、西部の方に入植したイングランド

人のことだ。イングランド人のペイルはまあまあ文明化され、イングランドに

も近いのでイングランドらしさを保ってはいるものの、コノートと、アイルラ

ンドの土地では最も肥沃なマンスターの住人たち、それにレンスターとアルス

ターの住人たちは堕落して、中にはすっかりアイルランド人になろうとしてイ

ングランド風の名前を捨ててアイルランド風の名前に変えてしまった者さえい

る始末だ。

ユードクサス 人が自分の育ちからそんなにも外れてそんなにも短期のうちに

自分の国や自分自身の名前を忘れてしまうなんてことがあるものか。実にひど

い健忘症だよ。メッサラ・コルヴィヌス42という人は大変な学者だったのに、

病気のために自分の名前を忘れてしまったというが、それ以上にひどい病気だ。

それにしても、こういう連中の実例を挙げてくれないか。

アイリニーアス 僕の情報は間接的にアイルランド人たちから聞いた話なんだ

が、それによると、北方のマクマホン家は古くはイングランド人で つまり、

イングランドの貴族フィッツ・アーシュラ家の出身で いまではアイルラン

15

42 MarcusValeriusMessalaCorvinus（?�3BC）はローマの軍人、弁舌家、学者。彼

の健忘症については、Solinusの著作DemirabilibusmundiのGoldingによる英訳

（1587）第6章で優れた記憶の持ち主や健忘症に触れた箇所に見ることができる。

・SurelyMessalaCoruinusafteradiseasethatheehadendured,wassostrikenwith

forgetfulnesse,thatheremembrednothisownename,andyetotherwisehiswitwas

fresheenough.・（E.iii.r.）なお、Tacitusの『年代記』11章に登場する Messala

Corvinusは同名の曾孫である。
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ド風の名前で通っているということだ43。また、現在アルスターに構えるマッ

クスウィニー家44も古くはイングランドのヴィア家の血筋なのだが、英語を嫌

うあまり名前を変えてしまったというわけだ。

ユードクサス。自分の名前を恥じて、自分を育ててくれた乳房に噛みつくとは、

よほど母国が嫌いになることがあったのだろうか。

アイリニーアス そんなことはないと思う。ただ、思い上がった心というもの

は、しばしば（手におえない子馬のように）母親に蹴りかかるものなのだ。例

えばアルキビアデスとテミストクレス45は、アテーナイから追放されるとアジ

アの王の許へ逃亡し、その王を唆して母国に対して戦争をさせ、しかも自分が

その指揮官を務めたほどだ。マクスウィニー家とマクマホン家、いやヴィア家

とフィッツ・アーシュラ家のしたことも同様で、私怨からイングランドに刃向

かうようになったのだ。実は、オクスフォード伯ロバート・ヴィアがリチャー
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43 この話はEdmundCampion（1540�81）がCampion・sHistorieofIrelandで書いて

いる。このアイルランド史は Campionが家庭教師を務めた Stanyhurstの手で

Holinshedの『年代記』（1587）に収録され、またSpenserの『管見』とともに、

Ware編のTwoHistoriesofIreland（1633）にも収録されている。しかし同時代のア

イルランド人GeoffreyKeatingはMacMahon家を本来のアイルランド人としている。

44 マックスウィニー家を示す綴りは通常MacSweeneysかMacSwineysであり、こ

こでSpenserが用いている綴りMac-Swynesは、ホメロスの『オデュッセイアー』

において魔女キルケーに籠絡された男たちが豚に変えられる挿話を暗示している。

また、『妖精の女王』第2巻結末にアクレイジアの魔力の虜になって豚に変えられ

る騎士Grillが元の姿に戻るのを拒むエピソードがあり、「堕落した」イングランド

人を表している。（NortonAnthologyofEnglishLiterature1,773�83.）Cf.Greenblatt

169�92.

45 Alcibiades（450BC�404BC）ペロポネソス戦争（431�404BC）のアテーナイの将

軍、政治家。プラトンの『饗宴』に登場するソクラテスの弟子でもある。ペロポネ

ソス戦争後、敵国スパルタへと亡命し、そこで王妃との不倫を疑われて、ふたたび

アケメネス朝ペルシアへと逃れた。Themistocles（c.524�c.459BC）アテーナイの

将軍、政治家。ペルシア戦争（492�449BC）後に傲慢さからアテーナイを追われア

ルゴスを経てペルシアに亡命した。
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ド二世に対する「貴族の戦争」46にまきこまれ、貴族の悪意から領地を追放さ

れ没収されたとき、同族のフィッツ・アーシュラを連れてアイルランドに逃亡

して行った47。ロバートはそこで起訴され、のちイングランドで死刑に処せら

れたが、アイルランドに残った一族のものは反乱を起こし、アイルランド人と

共謀してイングランドでの名前もイングランド人との同盟も振り捨てたのだ。

それ以来彼等はずっとそういう状態でいて、それ以来生粋のアイルランド人だ

とみなされているというわけなのだ。これとまったく同様のことがマクスウィ

ニー家とマクマホン家、それにマンスターのマクシェヒー家についても報告さ

れている。彼等が元はイングランド人で、デズモンド伯にずっと従属していた

ことも。当時のデズモンド伯トーマスがエドワード四世48の御代に、（伝えら

れるところでは）王妃によって彼に対して仕組まれた何かの罪で偽証され、王

に対するまったく忠実なよき臣下であったにもかかわらず、実に不当にもトレ

ダーで処刑された49。そこでマンスターの有力な貴族であったジェラルディー

ン家の一門は、一族への大いなる権利侵害に報復するため王に対して挙兵し、
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46 1387年「貴族上訴者」（theLordsAppellant）と呼ばれる貴族たちがPlantagenet

家のRichardIIの寡頭政治に反対して蜂起、王の寵臣たちを投獄したりした。1389

年に王が勢力を回復して一時平和が訪れるが、1397年王による貴族への報復を経

て、1399年HenryBolingbrokeが王位を奪った。

47 RobertdeVere（1362�92）イングランド王RichardIIの寵臣で第9代Oxford伯、

Ireland公。貴族上訴者たちにより反逆罪で告発され大陸に逃亡、のち判決の取り

消しを得たが、狩での事故で死亡した。スペンサーの記述は不正確である。

48 EdwardIV（1442�83）York家のイングランド王。

49 第 8代 Desmond伯 ThomasFitzgerald（1426?�68）。薔薇戦争では York派の

EdwardIVを支持し、アイルランド総督を務めたが、ゲール系アイルランド人との

親密な関係を理由に反逆罪でTredagh（現在のDroghedaの英語形）で斬首された。

彼の処刑に対する反発はゲール系、アングロ・アイリッシュ系両派の勢力の反乱を

引き起こした。Wareは欄外注でCamdenのBritanniaの記述を引いて処刑を1467

年とし、その理由をDesmondによるcoyneとlivery（宿舎と食糧の割り当て）と

している。
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イングランド王権への忠誠をかなぐりすてたのだ。これにジェラルディーン家

の家臣であり追随者であったくだんのマクスウィニー家、マクシェヒー家、マ

クマホン家が同調し、それ以来反イングランド勢力となっている。さらに噂で

はマンスターの全住民と生粋のイングランド系住民の多くが挙兵し、アイルラ

ンド人と一緒になって王に反旗を翻し、自らを生粋のアイルランド人と称して

アイルランド人の服装と慣習を身に着けるようになった。それがいまだに拭い

去られておらず、彼等の子孫の間にもこの汚染が残っているというわけだ。こ

ういう連中の大半は、名前がアンという音で終わるハーナン、シャイナン、マ

ンガンなどで、今では土着のアイルランド系だと称している。このほか、アイ

ルランド在住のイングランド系の大領主たちで、アイルランド人と放縦に通交

し、あるいは通婚や里子関係によって、また適切な教育の欠如やその他の不幸

な事情により、昔の威厳から堕落してアイルランド人同然となってしまった者

もある。たとえば「オハンランの尻50」という諺があるが、そのように51。

ユードクサス。まったく君が言うのはけしからん話だし、大物を見せしめにす
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50 O・Hanlon（UihAnluain）家はアイルランド北部ArmaghのTandrageeを拠点とし、

イングランド王家の旗手を務めた。・ChomhGaelicleToinUihAnluain・「オハンラ

ンの尻のようにゲール的な」という16世紀の言い回しは、Tandrageeのゲール語

形Toinregoath（「風に尻を向けて」オハンランの城は風の強い丘の上にあった）

を揶揄したものである。（AnnemarieBruinsmaHanlon）

51 Wareはこのあとに続く次の部分を省略している。「中でも実に情けない例がそれ

以外に二つある。ブレミンガム卿は僕の思うにイングランドで最古の直臣だったの

に、今ではまったく野蛮なアイルランド人と化して自らをアイルランド風にマッコ

リッシュと呼んでいる。またもう一つは大モーティマーなのだが、自分がかつては

イングランドでどれほど勢力を持っていたか、いや自分がイングランド人であった

ことそのものをも忘れ、連中の中でも最も野蛮な人間となり、マクネマラと呼ばれ

ている。さらにモーティマーと五十歩百歩の話だが、老コーシー卿は自らの領地も

領主権も浪費してアイルランド人に譲渡してしまい、自らはすっかりアイルランド

人になりきっている。」この省略はアングロ・アイリッシュの大貴族に対するWare

の配慮からであろう。（V.）
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ることによって小物たちにも恐怖を与えることができるように、厳しいお咎め

をもって矯正する必要がある。もし領主や族長たちが堕落すれば、農民や下々

の民についてろくなことは期待できないからね。さて、これで君の次の話題、

イングランド系住民の悪習の弊害を並べてくれる準備ができたというものだ。

服装、言葉、乗馬のスタイル、その他もろもろのことがアイルランド人から借

りたものなんだから、きっと非常に悪いことばかりにちがいないがね。

アイリニーアス そりゃもう、たいへん野蛮なものだと言わざると得ないよ。

たしかに大昔、それらの慣習が最初に［イングランドから］持ち込まれたとき

は、それらの慣習も良いものだったとしても、時代の変化とともに異様で奇妙

なものに見えて来るのは当然だ。アイルランドが植民されたヘンリー二世の治

世には、全イングランドの慣習は非常に未開で野蛮なものだった。もし誰かが

同じ慣習を現代のイングランドで行ったとしたら、きっと酷しい罰に値するだ

ろうし、それを矯正するための新法が必要になるだろう。なにしろイングラン

ド自体が文明化されたのはつい最近のことだったんだ。だから、アイルランド

でのイングランド人たちの悪習の話をするのに、僕はただそれらのもたらす弊

害だけを問題にして、それらの起源がイングランドにあるのかアイルランドに

あるのかは問題にしないことにする。僕はまず言葉の弊害、つまりイングラン

ド人たちの間でアイルランド語が話されていることを槍玉に上げようと思う。

というのは、どんな民族にせよ、自分たちの言葉よりも他民族の言葉を好むな

んて自然に反しているし、不都合も多く、もろもろの弊害の原因にもなるから

ね。

ユードクサス。僕の想像ではイングランド人ならアイルランド語を話すのを軽

蔑しそうなものなのに、逆にアイルランド語を好んで話すなんて奇妙じゃない

か。だって、いつだって征服者というものは、被征服者の言語を軽蔑して、ど

んな手段を用いてでも自分たちの言語を被征服者に強制してきただろう52。た
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52 大日本帝国による朝鮮半島支配を想起させる。
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とえば、ローマ人はいつもそうだった。そのため、この世のどこをみてもラテ

ン語の影響を受けていない民族はないほどだ。だから、アイルランドにおける

言語の悪弊の根本原因を探るのはいいことだろう。というのは、原因が分かれ

ば、その矯正手段もより容易に用いられるからね。だいたいあんなに多くのイ

ングランド人がいて、ほんの少しのアイルランド人しか残されていないという

のに53、少数者が多数者を自分たちの慣習に引っぱり込むというのがどうして

も腑に落ちないんだ。

アイリニーアス イングランド人の間にアイルランド語が持ち込まれている主

たる原因は、特に里子制度と通婚で、これらが二大危険汚染要因なのだと思

う54。

まず里子制度だが、乳母の乳を呑んだ子供が最初に覚える言葉はどうしても

乳母の話す言葉になる。自分の舌に慣れた言語が一生の間最も心地よいものと

なり、後に英語を教えられても最初に覚えた言語の味がずっと残るのだ。しか

も言語ばかりではなく、習慣や振る舞いもね。なにしろ幼い子供は猿のような

もので、目の前で行われていること、とくに自分がなついている乳母のするこ

とを好んで真似ようとする。その上乳を呑むときに乳母の性質や気質までも同

時に取り込んでしまうというわけだ。人間の心は肉体の状態に大いに従うもの

だし、また言葉は心を写す像だから、言葉が心から出てくるとき心は言葉によっ

て影響されているに違いない。従って言葉がアイリッシュなら、心もアイリッ
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53 アイルランド全体ではなくペイルに限って述べている。

54 アイルランドでは子供がごく幼いうちに別の家にやって養育させ、その代価を牛

や金銭で支払うとともに、両家の間に絆を結ぶ習慣は広くいきわたっていた。ゲー

ル系の家の間ばかりでなく、ゲール系とイングランド系の家の間でも行われた。

（Lennon62�63）1366年にアイルランド在住のイングランド人のゲール化を防ぐ目

的で発布されたStatutesofKilkenny（キルケニー法）はイングランド人とアイルラ

ンド人間の里子、通婚を禁じている。その後もたびたび同様の禁則が発布されてい

ることから、逆に、このような習慣が行われ続けたことが推測される。
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シュであるに違いない。心が思いで一杯になるとそれが溢れて舌が話すのだか

ら。

次にアイルランド人との通婚だが、それが万国共通にいかに危険なものであ

るかは、どんな単純な頭にも明らかにわかるはずだ。もちろん偉人たちのなか

には臣下との結婚を利用して運よく優秀な子孫を儲けた例もある。例えば、テ

ラモーンがテクメッサと、アレクサンドロス大王がロクサネと、ジュリアス・

シーザーがクレオパトラとの間でそうしたようにね55。だが、こういう先例は

危険なものだから真似てみるべきではない。いま挙げたのはほんの一握りのう

まくいった場合であって、それに対して無数の悪しき例を挙げることができる。

そもそも、一般に子供というものは言葉、習慣、気質をはじめとして、人格の

ほとんどを母親の性質から受け継ぐものだとすれば、いったいそのような結婚

がどうしてよい結果を生むだろうか。子供は最初母親によって造形され成型さ

れるから、一度母親から受け継いだものは一生手放そうとはしないものだ。

こういうわけだから、里子制度と通婚という二つの悪習は最も入念に制限さ

れなければならないのだ。これら二つの悪が第三の悪、すなわち（さきほど話

した）言語習慣の原因でもあるのだからね。

ユードクサス。この悪弊を防ぐために制定された法律が既にあるのではないか

ね56。

アイリニーアス ああ、あると思うよ。ただ、それで事態は少しもよくなって
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55 Telamonはギリシアのサラミス島の王。プリュギアを征服してその王女

Tecmessaを愛妾としたのはその子でIliasに登場するトロイア攻囲軍の勇士Ajax。

HoratiusはAjaxの例をひいて男性が身分の低い女性を愛するのは間違いではない、

と歌っている。（OdeIV,5�6）Alexander大王（356�23BC）はマケドニア王からコ

リント同盟の盟主となり、中央アジアのソグディアナを攻略し328年に帰順した

地方の有力者の娘Roxaneを妃とした。JuliusCaesarは48�47BCにエジプトに滞在

しCleopatraと愛人関係にあった。

56 キルケニー法はイングランド人に英語使用を義務化している。
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はいないのだ。だって、罰則のない法令、執行の義務のない法律にいったい何

の効力があるというのか。

アイルランド風の服装を禁じた同じような法律もあるのだが、誰もそれに従っ

ていないし、責任ある地位の人間もそれを執行していない57。というのは、役

人たちは、貧しいアイルランド人どもは高い金を出してイングランド風の服装

を身につけるに値しないのだから、アイルランド人にこの法律を強制するのは

ふさわしくないし、また彼等によるとアイルランドでは現行の衣服よりましな

ものは生産されず、また手にいれることもできないから、もう少し暮らし向き

のよい連中に対してもこの法律を強制することは適切ではないと勝手に判断し

ているのだ。そのかわり、次のような衣服が使用に適するだろう、というのだ。

たとえば、旅行時にはマント。これは、アイルランドではちゃんとした寝具を

提供できる宿がなく、マントが寝具の役を果たすから。また、日中の行軍と野

営には綿入れ刺し子の革チョッキ。これは鎖帷子の下に着るのにちょうど良い

し、いつ何どき急に戦闘が始まることがあっても馬上でズボンを覆うのによい。

そして、長い麻の巻布。これは女たちが病気をすると髪を切る習慣があり、そ

のとき頭を暖かくしておくために用いるもの。その他、厚く重ねられた麻のシャ

ツ、長い袖のスモック、半袖のコート、絹のリボン、などなど。女たちはなん

だかんだと言い訳をしてそういうものを身に着けたがる、必要があるとか、昔

からやっているとか、格好がいいとかね。

ユードクサス。だけど、彼等がどんな口実を持ち出しても、いったん制定され

たある法律の施行が判事や役人の裁量にまかされているのは適切とは思えない。

法律はアイルランド人にもイングランド人にも例外や酌量なしに履行されるべ

きなのに。

アイリニーアス いや、彼等の考えでは、服装の改革はそれほど重要でも適切
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57 アイルランド人の服装は図1参照。キルケニー法はイングランド人にイングラ

ンド風の服装を身につけることを義務付けている。
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でもないというのだ。

ユードクサス。いや、絶対重要だ。だって、一般に人の服装はその人の状態に

よって作られるものだし、逆に、その人の状態はしばしば着ているものに左右

されるからね。たとえば、ガウンを身にまとえば、そのガウンによって人の気

分は厳粛なものになり、服装にふさわしくない軽薄さを抑制される。だからア

リストテレスが書いているのだが、キュロス王が好戦的な民族のリュディア人

を征服して、彼等をより平和な生活へと導きたいと考えたとき、彼はリュディ

ア人の服装と音楽を変えさせたのだ。すなわち、その短い戦闘用のコートに替

えて女のような長い服を着せ、また、戦闘的な音楽に替えて、淫らな歌やゆっ

たりしたジッグ踊りを命じた。すると、たちまちリュディア人の心は軟化し和

らげられ、昔の勇猛さを忘れてまったく優しく女っぽくなったという58。だか

ら、人の心や気質を形造るのに、服装の果たす役割は決して小さいものではな

いことがわかる。ところで、君がいま挙げた服装は、アイルランド起源のもの

なのかい？

アイリニーアス いや。いま僕が話したのはアイルランド式ではなく、イング

ランド式の衣服なのだ。綿入れ刺し子の革チョッキは昔のイングランドのもの

だ。チョーサーがトーパス卿の衣装と武具を描写しているくだりを読めば分か

るが、シェクラトンのマントを着て巨人との戦いに臨んだ、とある。これはア

イルランド人がジャケットを刺し子にするのに用いる金箔押しの革のことなん

だ59。またそこにはアイルランドの乗馬のやり方が生き生きと描かれている。

長いタイツと、高価ななめし革の乗馬靴を履き、ハキトンと鎖帷子、およびそ
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58 この話はアリストテレスではなく、ヘロドトス『歴史』第1巻155章にCroesus

からCyrusへの献策として述べられている。

59 Chaucer,SirThopas,734.しかしそこではシェクラトン・syklatoun・（ciclatoun）

は高価な布地として言及されているので、スペンサーの理解は誤っている。（V.）
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れに付随するもろもろの装身具をまとって、とね60。

ユードクサス。そんな服装はいま僕らが着るものとは全然違っているから、てっ

きりアイルランド式だと思っていた。それにアイルランド人の使う馬具 ご

つい真鍮の馬
は

衝
み

、スライドする手綱、鐙
あぶみ

のついていない鞍の前橋 や、アイ

ルランド人の馬にまたがるやりかた、乗馬のスタイル、頭上高く槍を構えるや

りかた、槍の形なども。

アイリニーアス 絶対ちがう。それらはイングランド土着のもので、イングラ

ンド人によって最初にアイルランドにもたらされたものなんだ。それに、こち

らでも決して見苦しいものとは考えられていない。何人かの偉大な軍人たちが

広く海外での軍務中に見たと言うのを聞いたことがあるのだが、アイルランド

人ほど格好のよい男はいないし、アイルランド人ほど勇敢に突撃する兵士はい

ないそうだ。またアイルランド人が馬にまたがるときの格好も、鐙もないのに、

鐙を着けた馬に乗るよりもすばやく行われ、悪くないそうだ。というのは、ア

イルランド人が馬に乗るとき、馬はとまらず前進をしており、そうすることで

早く進めるわけだ。だから鐙（stirrup）は古い英語のsty（登る、乗馬する）

に起源するため、軽蔑的に「乗るための支え」という意味でそう呼ばれるのだ。

ユードクサス。ということは、君はそういう乗馬のスタイルには何ら問題はな

いとみているようだが、それなら、なぜ刺し子の革チョッキを廃止すべきだと

いうのだ？

アイリニーアス 僕は廃止すべきだなんて思っていないよ。そうじゃなくて、

刺し子の革チョッキの悪用を廃止すべきだといっているんだ。もともとそのた

めに作られた目的、つまり戦時に鎖帷子の下に着けるなら、それは許されて然

るべきだし、また鎖帷子そのものやその他の装具も同様だ。だが、家で日常、

あるいは町や平和な場所で身につければそれはよくない身だしなみとなるし、

24

60 タイツと靴についてはChaucer,SirThopas,732�33.短い胴衣（haqueton）と鎖帷

子については860�61.
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まるで役者の彩色した衣装みたいに見苦しいものとなる。

ユードクサス。でもそれらはアイルランド人歩兵も着ている（と聞く）よ。そ

れは許すのかい？ 僕にはそれも見苦しく思えるけど。

アイリニーアス いや、戦時には許すが、それ以外ではだめだ。それはギャロ

ウグラス61と呼ばれる歩兵が鎖帷子の下に着るものだが、ギャロウグラスもそ

の名が示す通り古くはイングランド人だったんだ。gall-oglaとはイングランド

の従僕あるいは自由民を意味するのだから。ギャロウグラスはふくらはぎまで

達する長い鎖帷子を着け、手には長い幅広の戦斧を握っていたから、ラテン語

でいう重装歩兵だった。そして、胴鎧が用いられる、あるいは発明される以前

は、胴鎧を着けた武装歩兵の代わりだったのだ。

ユードクサス ということは、察するに君も古い慣習を厳しく改善するといい

ながら、ギャロウグラスは大目にみるというわけなんだね。

アイリニーアス ギャロウグラスもカーン62（カーンだけが本来のアイルラン

ド人の兵／軍人だと僕は考えるのだが）も、僕が容認するには条件がある。そ

れは彼らのああいう服装や慣習を、戦時だけ、つまり彼らが君主に仕えるため

に召集されるときに限り、普段の在郷や市井では用いないということだ。そし

てさらに、ギャロウグラスとカーンが日常生活で行っている悪しき野蛮な習慣

をやめれば、の話だ。

ユードクサス 悪しき野蛮な習慣とは？

アイリニーアス いやはや、それはもう、この世のいかなる民族でもこれほど

野蛮で忌まわしい状態にいるものはない（と思う）。というのは、いったんギャ

25

61 galloglassはアイルランドの族長がかかえていた兵士で、重装備の歩兵。OEDに

よれば語源は英語ではなく、ゲール語で、外地から来た兵士、の意。［a.Ir.and

Gael.gall-・gl・ch,f.gallforeigner,stranger＋・gl・chyouth,servant,warrior.］

62 kernはゲール語のceithearn（・bandoffootsoldiers・）から。剣と投槍だけで戦う

アイルランドの軽装歩兵。Cf.Shakespeare,RichardII,II,i,156.
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ロウグラスやカーンになったら、彼らはありとあらゆる獣じみた行いをする。

たとえば、誰でも圧迫し、敵味方を問わず略奪し、盗み、残酷で流血を好み、

復讐心に燃え、殺戮を好み、好色で、口汚く、神を冒涜し、女と見れば犯し、

子どもと見れば殺すのだ。

ユードクサス それはまた極悪な状態だな。そんなやつらがそもそも使われ、

雇われ、いや、生かされているということさえ驚きだ。いったい彼らに何の取

り柄があるのか？

アイリニーアス それでも彼らはとても勇敢で、大胆で、たいていの場合寒さ

にも、苦労にも飢えにもあらゆる苦難にもよく耐え、手が器用で強く、足は速

く、計略には警戒怠らず用意周到で、危険に際して注意深く、死をまったく恐

れない連中なのだ。

ユードクサス 聴いているとアイルランド人は兵士としてずいぶん勇敢らしい

な。

アイリニーアス ああ、そうとも。ああいう荒っぽい奉仕にかけては、アイル

ランド人は実に勇敢に振舞うからね。しかし外国で軍務についたり、銃器や矛

を持たされると、アイルランド人は、どんな敵の民族にも劣らず立派な兵士に

なるのだ。しかし、（君には悪いが）アイルランド人の間にはびこる悪しき慣

習の話にもどろうではないか。

ユードクサス 思うに、君の話はアイルランド人の慣習に非常に重大に関わっ

ている。というのは、彼らの戦争のやり方は、よき慣習を確立し持続すると同

時に、悪しき慣習を改革するための重大な検討課題だから。とはいえ、まず君

の思い通りに、君が忌避したいその他の慣習の話を続けてくれ。

アイリニーアス アイルランド人の間にはバルドといって、彼らにとっては詩

人の代わりになる種類の人々がいる63。彼らの職業は詩や歌を作って人を賞賛

26

63 ここでバルドの話になるが、唐突である。カーンの話の次に来るべきはp.30の

少年馬丁の話である。従って、この部分はスペンサーがわざわざバルドに言及する �
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したり非難したりすることなんだ。バルドはアイルランド人の間で高い評価を

地位を持っているから、バルドを怒らせて悪く書かれ、その挙句に世の人々の

間で評判を落とすことを誰もが恐れるのだ。というのは、彼らの詩は広く喝采

をもって迎えられ、あらゆる祭事や集まりでまた別の職業歌手によって歌われ

る。職業歌手もまた、そのことのゆえに、たいそうな報酬と世の評判を獲得す

るのだ。

ユードクサス 僕なら逆にそれは評価に値することととして、忌避されるより

はむしろアイルランド人の間で保存して奨励すべきだと言いたいところだが、

君はそれを非難するのかい？ というのは、いつの時代でも、詩人というもの

は高い社会的評価を受けてきた、とものの本に書いてあったし、それには十分

な正当性がある（を思う）。だって、詩人は甘美なる創作と、実に気の利いた

歌を作るばかりでなく、常に善なる人、高徳の人への称賛を述べ、悪しき人、

邪なる人を打ち据え辱めるものだから64。だから、多くの意気盛んな若者たち

は、立派な人々への称賛や人口に膾炙する賛辞が歌われ、伝えられるのを聴い

て、同じような称賛を自分も獲得したいという気になり、同じような功績を立

てようと努める。だから、スパルタ人は、彼らの司令官の勧めや支配者、行政

官の権威によるよりも、詩人テュルタイオス65の優れた韻文によって、名誉を

欲するようになったのだ。

アイリニーアス このような詩人たちは、自分の作品中で人々の振舞いをより

よくしようと努め、またその韻文の甘い餌でもって若者の精神に名誉欲や徳へ

の欲をこっそり持ち込むものだから、高く評価されるに値するのだ。ところが、

アイルランドのバルドときたら、殆どの場合別なことを意図していて、若者に

27

�意図で挿入したと考えられる。図1でハープ奏者の隣りに立つのがバルドである。

64 詩の持つ道徳的な効果については、Sidney,AnApologyforPoetry,111�15参照。

65 Tyrtaeus紀元前7世紀のスパルタの詩人。第2次メッセニア戦争で、メッセニ

アを占領するようスパルタ人を鼓舞する戦争詩や韻文による勧奨文を書いた。
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徳育を施すどころか、自分たちこそみっちりと懲らしめられるに値するほどな

のだ。というのも、バルドたちは、その詩の主題に善き人々の行いを選ぶこと

は殆どなくて、そのかわりもっとも無法な生き方をしている族
やから

、その行いにお

いてもっとも大胆不敵、背反と叛乱のあらゆる計画においてもっとも危険で向

こう見ずな奴を手当たり次第選んで、そいつを自分の韻文の中で謳って称え、

そいつを人々に向かって称賛し、若者たちに見習う手本とするわけだ66。

ユードクサス 盗みと略奪をこととしてそんなに無法で勝手放題に生きている

悪いやつら（やつらはだいたいそうなんだ）を褒めるなんて、いったいバルド

はどのような言葉を見つけ、どんな厚かましい面を下げているんだろう？ そ

れに、そんなやつらを善き心の持ち主が喝采したり是認したりするなどと、ど

うして思えるんだろう？

アイリニーアス 自分の行いを好意で持ち上げてくれる人間を見つけようとす

るほど悪いやつはいないよ、ユードクサス。こういった勝手放題の連中は、た

いていイングランド人を害することか、自分たち自身の邪悪な自由を守ること

を大事にしているものだが、彼らバルドたちもその願いを同じくしているもの

だから、そういう連中を持ち上げる。その上、悪しきことでも、巧みな表現と

いう美しい衣を纏えば、まだ抑制もきかず大胆な冒険で自分自身を誇示しよう

とする若者の心を簡単に騙し、好意を得ることができる。というのは、アイル

ランド人は（みな放任されて育つから）親を敬う心もなければ、教師の教えに

従うこともせず、違反を恐れず、指示に従わず、彼らを美徳へと導くいかなる

生き方もせず、ただ目の前に差し出されたことに易々と引っ張られてしまうの

だ。というのも、若者の心はじっとしていることができない。もし何か良いこ
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66 例えばTadhgDall・hUiginn（・Blind・）（1550�1591）は代々・Conchobhair家の

バルドを務めた家柄の出身である。40余りの作品が残っており、主にパトロンへ

の称賛を歌っている。その中の一篇・D・fhiorchogaidhcomhailtears・othch・in・（「戦士

にこそ平和が約束される」）はBriannaMurrathaにイングランドの支配に対する全

面戦争を激しく勧めている。（II,72�73）
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とに巻き込まれていなければ、彼は、やがて周囲のものを巻き込んで困らすよ

うなことをしでかすだろう。そういう行いをしているときに、たとえばバルド

だとか歌詠みだとかいった、わずかな報酬で、あるいは盗んだ牛の分け前で褒

めて、励ましてくれる人が見つかれば、こういった若者は、自分や自分の下劣

な行いへの愛に生意気にも舞い上がるというわけだ。そしてこういった下劣さ

を表現する言葉についていえば、美徳に用いるのにふさわしい称賛の言葉から

借りてきて、下劣な行為を巧みに飾ってみせるのは彼らにとって簡単なことだ。

生涯略奪と強盗に明け暮れたある悪名高い泥棒で邪悪な無法者についていえば、

バルドの一人なら、そいつを讃えてこういうだろう、「彼は暖炉のそばで育て

られたひ弱な役立たずではなかった。その生涯の殆どを武力と勇敢な企てに費

やした。自分の剣で勝ち得たものでない限り食物を口にしなかった。一夜中小

屋でマントにくるまってごろ寝することはなく、他人が命を守るために起きて

いるようにしむけるのが常だった。闇路を照らす明かりがいるときには、他人

の家に火をつけてそれを自らの蝋燭がわりとした。昼が彼の夜、夜が彼の昼で

あった。女子に言うことを聞かせるのに長い時間かけるのは好まず、行く先々

で他の男の恋人を力づくでものにし、あとには男たちの嘆きだけを残した。彼

の音楽は竪琴でも、愛の歌でもなく、人々の泣き声と武具のぶつかり合う音だっ

た。最後に、彼が死んだときそれを嘆く人は少なく、彼の死のために大きな代

償を払った多くの人々を嘆かせた」と。ユードクサス、こういった賛辞の多く

は最高の功績を上げた人にこそふさわしいものだと思わないかい？ ところが、

それらは悪名隠れもない反逆者に与えられているし、しかもアイルランド人の

中にはそれを少なからず評価する人もあるのだ。というのは、当初アイルラン

ドでは高位の人のために歌が作られ、歌われると、（アイルランドの慣習とし

て）40クラウン67で買われたからだ。

29

67 1crownは旧制 （1551�1971） の銀貨で 5shillingsにあたる。 1shilling＝12

pence＝1/20poundなので、 1pound＝20shillings＝4crownsとなる。 従って 40�
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ユードクサス 確かにその値打ちはあるな。しかし（じゃ訊くが）バルドの作

品には「アート」といえるものはあるのか？ バルドの作品は気の利いたとこ

ろがあるとか、心地よいとかいえるものなのか？ 詩というのはそうであるべ

きものだが。

アイリニーアス もちろんだ。僕はいろいろなバルドの作品を理解しようとし

て英語に翻訳してもらったが68、確かに甘美な機知と優れた創意が感じられた。

ただ、詩と呼ぶにふさわしい良質の装飾の技術には欠けていたけどね。それで

もバルドの作品には随所にアイルランド独特の比喩表現という可愛い華が見ら

れ、それが優雅さと美しさを与えていた。そういった美質が邪悪さや悪徳に名

誉を与えるのに悪用されているのは見ていて実に残念だ。もし正しく用いられ

れば、美徳を飾り、顕彰するのに役立つのになあ。だからこの悪しき慣習は改

革の必要ありだ。

さてアイルランドのカーンの次に扱うべきは、アイルランド人の少年馬丁

だ69。（こういう時勢だから）必要だというのはわかるが、かの地を完全に改

革するためには少年馬丁は廃止されるべきだ。というのは、少年馬丁が現在容

認されている理由というのは、馬で旅する人を宿泊させる道中の都合のよい宿

と、その馬を世話する宿の主人がいないからなんだ。しかしアイルランド事情

が今よりよくなった暁には、この少年馬丁の制度はとくに改革されなければな

らない。というのは、こういう自堕落な少年馬丁という稚魚が、不正と悪行を

教え込まれて育ち、持続的にカーンが供給・維持されるもととなっているから

だ。というのも、いったん怠惰な少年馬丁として育てられると、そいつは一生

30

�crowns＝10poundsである。スペンサーが『妖精の女王』をエリザベス女王に献上

して、年金50poundsを下賜されたことと比較して、40crownsは低い額ではない。

68 PaulineHenleyはスペンサーがアイルランドにおける隣人LordRocheのバルド

に手助けされたのかもしれない、と考えている。（V.）

69 本稿p.26のユードクサスの発言のあと、アイリニーアスがやや唐突にバルドの

話を始めたが、そこからこの箇所へ話は続いている。



『1596年、エドマンド・スペンサー氏によりユードクサスとアイリニーアスの対話の形で書かれたるアイルランドの状況管見』�（承前）

労働などできなくなり、せいぜい絞首索にふさわしい人間になるだけだ。そし

て（ここが見過ごされる重大な点なのだが）少年馬丁たちは通常イングランド

人の間で育てられて、イングランド人から銃の撃ち方を学び、イングランド式

の戦法に精通するようになる。そしてその後カーンとなったとき、イングラン

ド人の喉元を掻き切る力を持つようになるのだ。

これに続いて、よく似た連中、といってももっと邪悪で詐欺的な連中がいる。

それがカロウ、つまり紳士の家から家をほっつき歩いてカードとサイコロで生

計を立てる種類の輩だ。やつらは自分の金は僅かにあるかないか、という状態

なのに、大金を賭けて博打を打ち、勝てば賞金をいとも気前よく使い、負けれ

ば払いはけちくさく、一、二回盗みを働いてやっと借りを返す。その害は、彼

ら自身が怠惰なろくでなしだということばかりではなく、賭博によって他人を

も同じような邪悪さと怠惰へと引きずりこむ点だ。

さらにもう一種類の同じようなふしだらな連中を加えることができる。それ

は道化師という名で紳士の間をほっつき歩いている連中だが、（実際は）名う

てのごろつきで、他人の財産を盗みやすく手配りすることで数多の盗みに関わっ

ているばかりか、数々の反逆行為に内通し、ニュースを広める。アイルランド

人がどんなにニュース好きか、知れば驚くほどだから。というのも、アイルラ

ンド人はニュースを知るためにあちこちへ使いをやり、誰かと出会ったときに

は二言目には「ニュースは？」とくる。それを種にしたジョークがあって、フ

ランス人で何度かアイルランドを訪れたことのある男が、アイルランド人のニュー

ス好きに気付いて、あるとき知り合いのアイルランド人にフランス国内であっ

たとき、まず挨拶をして、それから陽気にこう言ったそうだ、「おや、だんな、

教えてくださいよ、お国であんなに熱心に求めておいでだったニュースのうち

何か一つでも手に入りましたかい？」と。

ユードクサス それはアイルランド人が革新を大いに求めているということの

証左になるね。だからそういう気分を育むような誘因は除去しなければいけな

い。たとえば、道化師、賭博師、放浪の女、とかいったような落ちこぼれはね。
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こういう連中は、法令や禁止で制限するよりは、憲兵隊長があっさり除去する

のが適している（と思う）。だから（頼むよ）こういったごろつきどもの群れ

の話はやめにして、その他の慣習の話へ進んでくれ。

アイリニーアス アイルランド人の間では、土塁70や丘に多くの者が集まるこ

とがよく行われる。それは（彼らの言い分では）町と町の間、あるいは個人と

個人の間の問題や被害について調停するためだというのだ。しかし、僕の知る

ところでは、またしばしば証明されてきたところでは、そういった集まりでさ

まざまな悪事が行われたり企まれたりしてきたのだ。というのは、そういう場

所に集まるのはたいてい人間の屑どもで、そこで落ち合って自分たちに都合の

よいことを相談する。それは他所では他人に疑われたり知られたりせずにはや

りにくいことだから。その上、こういった集会では、僕もいろいろな例を知っ

ているのだが、多くのイングランド人や善良なアイルランド臣民が、何やかや

と難癖をつけられて、非道にも殺されてきた。というのもアイルランド人がこ

ういう土塁へ来るときには、乗馬であれ徒歩であれ、かならず武装してくるの

だが、そんなことはイングランド人はつゆも知らないから、たいてい檻の中の

羊のようにつけいられてしまう。

ユードクサス アイリニーアス、そういう集会には弊害があるかもしれないね。

ただ、それらの円形の丘や四角い城郭は、強固に塹壕で守られ掘りあげられて

いると君は言うが、（彼らの言い分では）最初は人々がその中に集まるという

目的で作られたんだ。だからこそ昔はそれらはフォークモウト71、つまり当事
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70 rath［Ir.Gael］アイルランドの土居、土砦、土塁（族長の家を囲んだ円形の土塀、

土壁）OEDによればこの意味でrathの語が英語に現れるのはSpenserのこの部分

が最初であるが、デーン人すなわちヴァイキング（9世紀）に起源すると言う説は

誤りである。Hill-fortsと呼ばれるこれらの土塁は、鉄器時代（800BC�1世紀）特

有のものである。

71 folkmoteはアングロサクソンに起源する語である。OED:［OE.folc-m・t,-Zem・t,f.

folc,FOLK＋m・t,Zem・tmeeting.］Ageneralassemblyofthepeopleofatown,city,or�
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者や町と町の間の争いに関するあらゆることを集まって話す「民衆の場所」と

呼ばれたのだし、僕はいまでもそれはとても大事なことだと考えている。

アイリニーアス ユードクサス、確かに君のいうとおりで、これらの高い丘が

最初に作られたのは人々が集まるという非常によい目的のためだった。しかし、

たぶんイングランドでそうだったように、それらが最初に作られた時代にはよ

い目的に資していたとしても、その後事情が変わって今やアイルランドはイン

グランドの状態とはすっかり別の状態になってしまって、当初それらが持って

いたよい用途が今や濫用へと移ってしまっているのだ。というのも、君がいう

ところの丘は、（ものの本を読めば分かるだろうが）二つの特別な用途に定め

られ、二つの異なった民族によって作られた。一つはフォークモウトと君が呼

ぶところのもので、それはその言葉が示すとおりサクソン人に作られたものだっ

た。つまりそれはサクソンの言葉で「民会」を意味し、大半のものは形が四角

で、塹壕もしっかりしている。もう一つは円形で、その名が示すようにデーン

人によって盛り上げられている。というのは、それらはデーンズラス、つまり

「デーン人の土塁」とよばれている。それらは、協定や調停のために作られた

のではなくて、不穏な時代の有事の際に集まるための砦として意図されていた

のだ。というのはデーン人は（イングランドでは）サクソン人にくらべてほん

のわずかな数だったから、自らの安全のためにこれを作ったのだ。彼らはハン

ドレッド（郡）の区域ごとに、これらの丸い小丘を作って強固に囲み、夜間に

せよいつ何時にせよ、何かの事件で叫び声や騒ぎが起こると、人々は自分たち

の区域で定められた砦へとはせ参じ、そうやって大勢が集まってきて大軍勢に

なる。それらの砦はとても堅固に作られていて小さな入り口が一つだけあり、

一人でも、二人でも、数人でもそこへ最初に来た者はその中で安全に過ごすこ

とができ、もっと味方が助けに来るまで多くの敵から身を守ることができる。
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そして十分な数の者が集まると、そこから隣の砦へ進軍し、また隣へと進軍し

て、最後に敵と交戦するか、事態を見極めるかする。しかし、これら二種類の

丘以外にも、古代には色々な丘があったのだ。というのは、大きな戦いがあっ

たところに、その戦いの形見、あるいは記念として作られた丘がある。また、

埋葬地を示すため、戦場で殺された兵士の死体をまとめて埋め、その上にこう

いう丸い塚を築いて死者の記念としたものもあり、時には（聖書のところどこ

ろに書いてあるように）72石を渦高く積み上げたり、土を花輪のように環状に

盛り上げたり、殺されて埋葬された著名人の一人一人を示す長い石を環状に立

てたりすることもある73。というのはこれが、キリスト教が布教されて教会の

境内が囲い込まれる前の、古い慣習だったからなのだ。

ユードクサス アイルランド人の塚や周囲を囲んだ巨石の由来をよくぞ説明し

てくれた。中にはそれらを「巨人の五徳」などと呼んで、それらの巨石は巨人

の力をもってしてでなければ並べたり立てたりできるはずない、と考える人も

いるからね。また、それらは人間の力や技術でそこに置かれたのではなく、も

ともとそこにあったのが、後に洪水で掘り出され、水に洗い出されたり、似た

ような災害でそうなったと考える人もある。だが、そういう連中には勝手に想

像をたくましくしてもらうことにしよう。僕は君の話のほうが納得がいく。と

いうのも、まず聖書にそれを証明する記述があるし、また、いろいろな歴史書

や年代記に似たような塚や石のことがしばしば述べられているのを読んだ記憶

があるのだ。
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72 Gen.31:46,Deu27:2-4,Jos8:29,2Sa18:17など。

73 いわゆるストーンサークルはイングランドに比べてアイルランドには少ないが、

5箇所確認されている。新石器時代後期から青銅器時代（4000�700BC）の遺跡と

見なされている。
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図１ Edinburgh大学図書館所蔵の JohnDerricke,TheImageofIrelande,withaDiscouerieof
VVvoodkarne（1581）よりMacSweynes家の当主が食事をするシーン。左手前には殺した牛の
皮を鍋の替わりにして調理する人々、右手前にはアイリッシュハープを弾く楽人と歌手が木
版画で示されている。MacSweyneの周囲にいるカトリックの僧侶（？）を除き、全員が前髪
（glib）を伸ばしている。幅広の剣、［柳細工の？］兜も描かれている。
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